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一　
千　
年　
の　

ト　
ル　
コ　
人　

二　
○　
○　
○　
年　
を　
記　
念　
し　
て　

Ｂ　
Ｂ　
Ｉ　
が　
お　
届　
け　
す　
る　
「　
歴　
史　
に　
名　
を　
残　
し　
た　
、　

ま　
た　
は　
名　
を　
残　
す　
で　
あ　
ろ　
う　
ト　
ル　
コ　
人　
」　
第　
二　
弾　
！　

特　
別　
特　
集　
②　

《　
第　
二　
部　
／　
文　
学　
・　
芸　
術　
》　



ト　
ル　
コ　
古　
典　
文　
学　
の　
巨　
匠　

ユ　
ヌ　
ス　
・　
エ　
ム　
レ　
（　
一　
四　
世　
紀　
）　

詩　
の　
中　
で　
、　
ア　
ナ　
ト　
リ　
ア　
の　
人　
々　
の　
存　
在　
定　

義　
に　
ア　
プ　
ロ　
ー　
チ　
し　
、　
そ　
の　
お　
お　
ら　
か　
な　
飾　
り　

気　
の　
無　
さ　
を　
表　
現　
し　
た　
賢　
明　
な　
思　
想　
家　
。　
彼　
は　

ア　
ナ　
ト　
リ　
ア　
の　
ト　
ル　
コ　
人　
同　
化　
政　
策　
初　
期　
を　
生　

き　
、　
そ　
の　
名　
を　
永　
遠　
に　
残　
し　
た　
。　

ア　
フ　
メ　
ッ　
ト　
・　
ベ　
リ　
ユ　
ッ　
デ　
ィ　
ン　
・　
パ　
シ　
ャ　

（　
？　
〜　
一　
四　
九　
六　
）　

ト　
ル　
コ　
宮　
殿　
文　
学　
を　
確　
立　
さ　
せ　
た　
オ　
ス　
マ　
ン　

帝　
国　
の　
政　
府　
の　
詩　
人　
。　
フ　
ァ　
ー　
テ　
ィ　
フ　
・　
ス　
ル　

タ　
ン　
・　
メ　
フ　
メ　
ッ　
ト　
の　
大　
臣　
で　
あ　
っ　
た　
彼　
は　
、　

当　
時　
ま　
で　
イ　
ラ　
ン　
文　
学　
の　
強　
い　
影　
響　
下　
に　
あ　
っ　

た　
宮　
殿　
詩　
に　
、　
ト　
ル　
コ　
ス　
タ　
イ　
ル　
を　
築　
い　
た　
。　

ア　
リ　
・　
シ　
ル　
・　
ネ　
バ　
イ　
（　
一　
四　
四　
一　
〜　
一　
五　
○　
一　
）　

東　
ト　
ル　
コ　
の　
有　
名　
な　
文　
学　
者　
、　
詩　
人　
、　
政　
府　

役　
人　
。　
ス　
ル　
タ　
ン　
・　
フ　
セ　
イ　
ン　
・　
バ　
イ　
カ　
ラ　
の　

大　
臣　
で　
も　
あ　
っ　
た　
。　
彼　
は　
四　
つ　
の　
政　
権　
の　
中　
で　

筆　
を　
取　
り　
、　
ト　
ル　
コ　
語　
の　
文　
語　
と　
し　
て　
の　
重　
要　

さ　
を　
、　
初　
め　
て　
提　
唱　
し　
た　
人　
物　
と　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

「　

」　
と　
言　
う　
作　
品　
は　
、　

現　
在　
も　
ト　
ル　
コ　
語　
の　
源　
点　
と　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

古　
典　
詩　
の　
不　
変　
の　
象　
徴　

バ　
キ　
（　
一　
五　
二　
六　
〜　
一　
六　
○　
○　
）　

オ　
ス　
マ　
ン　
帝　
国　
黄　
金　
時　
代　
の　
ト　
ッ　
プ　
詩　
人　
。　

宮　
殿　
詩　
と　
い　
え　
ば　
、　
必　
ず　
彼　
の　
い　
く　
つ　
か　
の　
節　

が　
挙　
げ　
ら　
れ　
る　
。　
彼　
は　
、　
ト　
ル　
コ　
の　
詩　
の　
世　
界　

で　
何　
百　
年　
も　
不　
動　
の　
地　
位　
に　
い　
る　
。　

ト　
ル　
コ　
の　
近　
代　
作　
家　

ス　
ィ　
ナ　
シ　

（　
一　
八　
二　
六　
〜　
一　
八　
七　
一　
）　

彼　
は　
、　
そ　
の　
著　
書　
に　
よ　
っ　
て　
、　
改　
新　
家　
と　
し　

て　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
へ　
の　
扉　
を　
開　
い　
た　
。　
言　
語　
の　
純　

粋　
性　
を　
守　
り　
ぬ　
き　
、　
ジ　
ャ　
ー　
ナ　
リ　
ズ　
ム　
、　
詩　
、　

小　
話　
に　
よ　
っ　
て　
、　
西　
洋　
思　
想　
に　
あ　
る　
自　
由　
観　
念　

の　
獲　
得　
に　
挑　
戦　
し　
た　
。　
彼　
は　
、　
後　
世　
代　
ま　
で　
、　

多　
く　
の　
人　
々　
に　
影　
響　
を　
与　
え　
た　
。　

ナ　
ー　
ム　
ク　
・　
ケ　
マ　
ル　

（　
一　
八　
四　
○　
〜　
一　
八　
八　
八　
）　

そ　
の　
詩　
と　
同　
様　
に　
、　
国　
家　
詩　
人　
と　
し　
て　
の　
名　

声　
は　
彼　
自　
身　
を　
も　
忘　
れ　
ら　
れ　
な　
い　
人　
物　
に　
し　
た　
。　

彼　
は　
西　
洋　
の　
自　
由　
観　
念　
を　
取　
り　
入　
れ　
る　
為　
に　
、　

常　
に　
全　
力　
を　
尽　
く　
し　
、　
学　
校　
の　
教　
科　
書　
に　
欠　
か　

せ　
な　
い　
名　
と　
な　
っ　
た　
。　

ヤ　
ヒ　
ヤ　
・　
ケ　
マ　
ル　
・　
ベ　
ヤ　
ト　
ル　

（　
一　
八　
八　
四　
〜　
一　
九　
五　
八　
）　

ト　
ル　
コ　
の　
詩　
の　
世　
界　
に　
、　
新　
し　
い　
道　
を　
切　
り　

開　
い　
た　
。　
古　
い　
形　
式　
の　
詩　
を　
否　
定　
せ　
ず　
、　
東　
洋　
、　

西　
洋　
も　
詩　
の　
中　
に　
う　
ま　
く　
取　
り　
入　
れ　
な　
が　
ら　
詩　

を　
書　
い　
た　
。　
彼　
の　
作　
品　
同　
様　
に　
、　
彼　
の　
生　
き　
方　

そ　
の　
も　
の　
も　
前　
衛　
的　
で　
あ　
っ　
た　
。　

ト　
ル　
コ　
共　
和　
国　
国　
歌　

「　
独　
立　
行　
進　
曲　
」　
の　
作　
詞　
家　

メ　
フ　
メ　
ッ　
ト　
・　
ア　
キ　
フ　
・　
エ　
ル　
ソ　
イ　

（　
一　
八　
七　
三　
〜　
一　
九　
三　
六　
）　

ト　
ル　
コ　
共　
和　
国　
国　
歌　
で　
あ　
る　
「　
イ　
ス　
テ　
ィ　
ク　

ラ　
ル　
マ　
ー　
チ　
（　
独　
立　
行　
進　
曲　
）　」　
の　
作　
詞　
家　
。　
彼　

は　
、　
そ　
の　
主　
題　
を　
現　
実　
生　
活　
の　
中　
か　
ら　
選　
び　
、　

道　
徳　
、　
宗　
教　
、　
同　
胞　
意　
識　
、　
イ　
ス　
ラ　
ム　
思　
想　
概　

念　
の　
上　
に　
基　
礎　
を　
置　
い　
て　
、　
大　
衆　
に　
分　
か　
り　
や　

す　
い　
言　
葉　
で　
作　
詞　
し　
た　
。　

ト　
ル　
コ　
人　
女　
性　
の　
象　
徴　

ハ　
ー　
リ　
デ　
・　
エ　
デ　
ィ　
プ　
・　
ア　
ド　
ゥ　
ヴ　
ァ　
ル　

（　
一　
八　
八　
四　
〜　
一　
九　
六　
四　
）　
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文　
学　

彼　
ら　
が　
い　
た　
か　
ら　
、　
現　
在　
の　
ト　
ル　
コ　
が　
あ　
る　
と　
言　
っ　
て　
も　
過　
言　
で　
は　
な　
い　
。　

二　
○　
○　
○　
年　
を　
迎　
え　
た　
今　
日　
。　
過　
ぎ　
去　
っ　
た　
一　
○　
○　
○　
年　
の　
歴　
史　
に　
残　
る　
、　

偉　
大　
な　
ト　
ル　
コ　
人　
の　
記　
録　
を　
辿　
っ　
て　
見　
よ　
う　
。　

さ　
て　
、　
貴　
方　
は　
何　
人　
知　
っ　
て　
い　
る　
だ　
ろ　
う　
か　
？　

文　
／　
小　
沢　
佳　
子　
　　
編　
集　
／　
Ｂ　
Ｂ　
Ｉ　
編　
集　
部　
　　
（　

ヒ　
ュ　
ル　
リ　
エ　
ッ　
ト　
新　
聞　
掲　
載　
記　
事　
参　
照　
）　

文　
学　
に　
見　
ら　
れ　
る　

ト　
ル　
コ　
人　
の　
文　
化　
と　
心　

Halide Edip ADIVAR



彼　
女　
は　
、　
ト　
ル　
コ　
女　
性　
解　
放　
の　
象　
徴　
で　
あ　
り　
、　

ト　
ル　
コ　
文　
学　
の　
選　
び　
抜　
か　
れ　
た　
小　
説　
家　
で　
あ　
る　
。　

作　
家　
と　
し　
て　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
イ　
ズ　
ミ　
ル　
占　
領　

後　
の　
一　
九　
二　
三　
年　
五　
月　
二　
三　
日　
に　
、　
ス　
ル　
タ　
ン　

ア　
フ　
メ　
ッ　
ト　
広　
場　
に　
て　
行　
わ　
れ　
た　
プ　
ロ　
テ　
ス　
ト　

集　
会　
で　
の　
演　
説　
と　
、　
独　
立　
戦　
争　
中　
の　
「　
上　
等　
兵　

ハ　
ー　
リ　
デ　
」　
の　
名　
で　
良　
く　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

レ　
シ　
ャ　
ト　
・　
ヌ　
リ　
・　
ギ　
ュ　
ン　
テ　
キ　
ン　

（　
一　
八　
八　
九　
〜　
一　
九　
五　
六　
）　

彼　
は　
そ　
の　
小　
説　
の　
中　
で　
、　
ア　
ナ　
ト　
リ　
ア　
地　
方　

と　
ト　
ル　
コ　
共　
和　
国　
の　
全　
地　
域　
の　
人　
々　
の　
人　
間　
模　

様　
や　
、　
官　
僚　
主　
義　
を　
、　
皮　
肉　
交　
じ　
り　
の　
文　
体　
で　

批　
判　
し　
な　
が　
ら　
描　
い　
た　
。　
有　
名　
な　
小　
説　
「　
ミ　
ソ　

サ　
ザ　
イ　
（　
鳥　
）　」　
に　
登　
場　
す　
る　
、　
理　
想　
主　
義　
の　
教　

師　
「　
フ　
ェ　
リ　
デ　
」　
の　
キ　
ャ　
ラ　
ク　
タ　
ー　
は　
、　
後　
の　

世　
代　
の　
作　
家　
達　
の　
模　
範　
と　
な　
っ　
た　
。　

最　
後　
の　
大　
恋　
愛　

ア　
シ　
ュ　
ク　
・　
ベ　
イ　
セ　
ル　

（　
一　
八　
九　
四　
〜　
一　
九　
七　
三　
）　

彼　
は　
、　
幼　
い　
頃　
か　
ら　
盲　
目　
で　
あ　
っ　
た　
。　
情　
熱　

の　
こ　
も　
っ　
た　
、　
流　
儀　
に　
反　
し　
た　
詩　
を　
書　
き　
、　
当　

時　
最　
も　
ポ　
ピ　
ュ　
ラ　
ー　
な　
民　
衆　
詩　
人　
で　
あ　
っ　
た　
。　

世　
界　
の　
偉　
大　
な　
詩　
人　

ナ　
ー　
ズ　
ム　
！　

ナ　
ー　
ズ　
ム　
・　
ヒ　
ク　
メ　
ッ　
ト　

（　
一　
九　
○　
二　
〜　
一　
九　
六　
三　
）　

ト　
ル　
コ　
の　
詩　
の　
中　
に　
イ　
デ　
オ　
ロ　
ギ　
ー　
を　
持　
ち　

込　
ん　
だ　
、　
内　
容　
と　
形　
式　
双　
方　
に　
お　
い　
て　
偉　
大　
な　

改　
新　
家　
で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
思　
想　
、　
詩　
、　
そ　
し　
て　
彼　

自　
身　
、　
長　
い　
間　
、　
ト　
ル　
コ　
国　
内　
で　
は　
危　
険　
思　
想　

と　
し　
て　
禁　
止　
さ　
れ　
て　
い　
た　
。　
そ　
の　
詩　
で　
、　
そ　
の　

生　
き　
方　
で　
、　
そ　
の　
考　
え　
方　
を　
も　
っ　
て　
、　
若　
者　
世　

代　
に　
多　
大　
な　
影　
響　
を　
与　
え　
た　
。　
解　
放　
戦　
争　
に　
つ　

い　
て　
の　
著　
書　
は　
、　
そ　
の　
後　
重　
要　
な　
手　
本　
と　
な　
っ　

た　
。　
彼　
の　
墓　
は　
現　
在　
ロ　
シ　
ア　
に　
あ　
る　
が　
、　
近　
年　

こ　
の　
偉　
大　
な　
詩　
人　
の　
墓　
を　
ト　
ル　
コ　
に　
持　
ち　
帰　
ろ　

う　
と　
い　
う　
声　
が　
上　
が　
っ　
て　
い　
る　
。　

サ　
イ　
ト　
・　
フ　
ァ　
イ　
ク　
・　
ア　
バ　
ス　
ヤ　
ヌ　
ッ　
ク　

（　
一　
九　
○　
六　
〜　
一　
九　
五　
四　
）　

ト　
ル　
コ　
の　
新　
し　
い　
物　
語　
の　
創　
作　
は　
、　
彼　
か　
ら　

始　
ま　
っ　
た　
。　
彼　
は　
、　
一　
般　
大　
衆　
の　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　

問　
題　
や　
生　
き　
方　
を　
、　
卓　
越　
し　
た　
観　
察　
力　
と　
溢　
れ　

る　
愛　
で　
も　
っ　
て　
物　
語　
化　
し　
た　
。　
誰　
も　
が　
イ　
ス　
タ　

ン　
ブ　
ル　
や　
、　
島　
々　
に　
つ　
い　
て　
、　
彼　
の　
作　
品　
か　
ら　

読　
み　
知　
っ　
た　
。　
町　
角　
の　
焼　
き　
栗　
屋　
を　
、　
海　
辺　
の　

漁　
師　
を　
、　
彼　
は　
そ　
の　
作　
品　
で　
好　
き　
に　
さ　
せ　
た　
。　

大　
衆　
詩　
を　
残　
し　
た　

不　
可　
解　
な　
詩　
人　

オ　
ル　
ハ　
ン　
・　
ベ　
リ　
（　
一　
九　
一　
四　
〜　
一　
九　
五　
○　
）　

「　
詩　
に　
帽　
子　
を　
か　
ぶ　
せ　
た　
」　（　
詩　
の　
レ　
ベ　
ル　
を　

一　
般　
大　
衆　
に　
読　
み　
や　
す　
く　
、　
ま　
た　
題　
材　
を　
も　
一　

般　
大　
衆　
を　
中　
心　
と　
す　
る　
新　
し　
い　
流　
れ　
）　
と　
い　
わ　

れ　
る　
「　
不　
可　
解　
な　
流　
れ　
」　
に　
お　
い　
て　
メ　
リ　
ヒ　
・　

【 トルコ小説の傑作 】
En ‹yi Türk Romanlar›

「禁じられた愛」／ハリット・ズィヤ・ウシャクルギル

Aflk-› Memnu / Halit Ziya Uflakl›gil 

「つれづれ男」／ユスフ・アトゥルガン

Aylak Adam / Yusuf At›lgan

「肥沃な土地の上で」／オルハン・ケマル

Bereketli Topaklar Üzerinde / Orhan Kemal 

「ある結婚式の夜」／アダーレット・アアオウル

Bir Dü¤ün Gecesi / Adalet A¤ao¤lu

「ミソサザイ」レシャット・ヌリ・ギュンテキン

Çal›kuflu / Reflat Nuri Güntekin

「政府の母」／ケマル・タヒル

Devlet Ana / Kemal Tahir

「九月」／メフメット・ラウフ

Eylül / Mehmet Rauf

「和み」／アフメット・ハムディ・タンブナル

Huzur / Ahmet Hamdi Tanp›nar

「やせっぽちのメフメッド」／ヤシャル・ケマル

‹nce Memed / Yaflar Kemal

「黒い本」／オルハン・パムック

Kara Kitap / Orhan Pamuk

「案内人か夜か」／ビルゲ・カラス

K›lavuz ya da Gece / Bilge Karasu

「親愛なる横柄な死よ」／ラティフェ・テキン

Sevgili Ars›z Ölüm / Latife Tekin

「ハエのいる乾物屋」

／ハーリデ・エディップ・アドゥヴァル

Sinekli Bakkal / Halide Edip Ad›var

「暁」／セヴギ・ソイサル

fiafak / Sevgi Soysal

「惚れっぽい人」／ヒュセイン・ラフミ・ギュルプナル

fi›psevdi / Hüseyin Rahmi Gürp›nar

「大鎌」／ファキル・バイクルト

T›rpan / Fakir Baykurt

「こらえきれない人達」／オウズ・アタイ

Tutunamayanlar / O¤uz Atay

「三つのイスタンブル」

／ミトハット・ジェマル・クンタイ

Üç ‹stanbul / Mithat Cemal Kuntay

「原野」／ヤクプ・カドリ・カラオスマンオウル

Yaban / Yakup Kadri Karaosmano¤lu

文献：「トルコ小説批判一概念」、「世紀の1 0 0小説」
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ジ　
ェ　
ブ　
ダ　
ッ　
ト　
と　
オ　
ク　
タ　
イ　
・　
ル　
フ　
ァ　
ッ　
ト　
と　

共　
に　
活　
躍　
し　
た　
文　
学　
家　
。　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
の　
あ　

て　
の　
な　
い　
根　
無　
し　
草　
生　
活　
、　
愛　
、　
一　
般　
大　
衆　
を　

題　
材　
と　
し　
た　
詩　
人　
。　
彼　
に　
と　
っ　
て　
は　
、　
も　
と　
も　

と　
人　
生　
そ　
の　
も　
の　
が　
詩　
な　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　
若　
く　

し　
て　
他　
界　
し　
た　
こ　
と　
は　
、　
彼　
を　
文　
学　
史　
上　
の　
最　

も　
「　
不　
可　
解　
な　
」　
詩　
人　
と　
し　
て　
、　
後　
世　
に　
名　
を　

残　
す　
結　
果　
と　
な　
っ　
た　
。　

フ　
ァ　
ズ　
ル　
・　
ヒ　
ュ　
ス　
ニ　
ュ　
・　
ダ　
ー　
ラ　
ル　
ジ　
ャ　

（　
一　
九　
一　
四　
〜　
）　

詩　
人　
で　
あ　
る　
こ　
と　
は　
、　
彼　
に　
と　
っ　
て　
努　
力　
し　

て　
手　
に　
入　
れ　
た　
才　
能　
で　
は　
な　
く　
、　
生　
ま　
れ　
た　
時　

か　
ら　
与　
え　
ら　
れ　
た　
一　
つ　
の　
才　
能　
な　
の　
で　
あ　
っ　
た　
。　

彼　
は　
、　
処　
女　
作　
「　
宙　
に　
描　
か　
れ　
た　
世　
界　
」　
で　
大　

詩　
人　
と　
し　
て　
認　
め　
ら　
れ　
た　
。　
解　
放　
戦　
争　
か　
ら　
韓　

国　
へ　
と　
、　
幅　
広　
い　
テ　
ー　
マ　
と　
想　
像　
力　
に　
富　
ん　
だ　

空　
想　
の　
世　
界　
に　
よ　
り　
、　
文　
学　
界　
の　
最　
も　
想　
像　
力　

の　
あ　
る　
詩　
人　
と　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

ベ　
フ　
チ　
ェ　
ッ　
ト　
・　

ネ　
ジ　
ャ　
テ　
ィ　
ギ　
ル　

（　
一　
九　
一　
六　
〜　
一　
九　
七　
九　
）　

彼　
の　
詩　
は　
、　
広　
さ　
で　
は　
な　
く　
、　

深　
さ　
を　
増　
す　
一　
本　
の　
川　
の　
よ　
う　
で　

あ　
る　
。　
彼　
は　
、　
調　
和　
の　
と　
れ　
た　
詩　

の　
世　
界　
を　
創　
造　
し　
、　
家　
庭　
、　
告　
白　

さ　
れ　
な　
か　
っ　
た　
愛　
、　
世　
界　
の　
情　
勢　

な　
ど　
を　
テ　
ー　
マ　
に　
、　
巧　
み　
な　
腕　
で　

詩　
を　
創　
作　
し　
た　
。　
ラ　
ジ　
オ　
演　
劇　
で　

は　
、　
世　
界　
文　
学　
の　
大　
切　
な　
名　
作　
を　

ト　
ル　
コ　
語　
に　
翻　
訳　
し　
、　
市　
民　
に　
こ　

の　
種　
の　
文　
学　
を　
好　
き　
に　
さ　
せ　
る　
き　

っ　
か　
け　
を　
作　
っ　
た　
。　

現　
代　
ト　
ル　
コ　
文　
学　
界　
の　
巨　
匠　

ヤ　
シ　
ャ　
ル　
・　
ケ　
マ　
ル　
（　
一　
九　
二　
二　
）　

彼　
は　
、　
ト　
ル　
コ　
文　
学　
、　
世　
界　
文　
学　
の　
「　
ホ　
メ　

ロ　
ス　
」　
と　
い　
わ　
れ　
、　
紛　
れ　
も　
な　
い　
今　
世　
紀　
を　
代　

表　
す　
る　
大　
作　
家　
。　
叙　
事　
詩　
や　
、　
民　
衆　
小　
話　
を　
元　

に　
生　
み　
出　
し　
た　
小　
説　
の　
世　
界　
、　
築　
き　
上　
げ　
た　
彼　

独　
自　
の　
文　
体　
に　
よ　
っ　
て　
、　
世　
界　
レ　
ベ　
ル　
で　
知　
ら　

れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
ト　
ル　
コ　
の　
大　
作　
家　
。　

ビ　
ル　
ゲ　
・　
カ　
ラ　
ス　
（　
一　
九　
三　
○　
〜　
一　
九　
九　
五　
）　

近　
代　
ト　
ル　
コ　
文　
学　
の　
師　
匠　
の　
一　
人　
。　
そ　
の　
題　

材　
、　
そ　
し　
て　
精　
神　
の　
精　
密　
描　
写　
に　
お　
け　
る　
凄　
腕　

で　
、　
ト　
ル　
コ　
文　
学　
に　
独　
自　
の　
方　
法　
を　
生　
み　
出　
し　
、　

確　
立　
さ　
せ　
た　
。　

ポ　
ス　
ト　
モ　
ダ　
ン　
な　

若　
手　
作　
家　

オ　
ル　
ハ　
ン　
・　
パ　
ム　
ッ　
ク　
（　
一　
九　
五　
二　
〜　
）　

15

心に残るあの一節

アフメット・アリフ

知らせはあるかい

石の壁

鉄のドア

盲目の窓

（「知らせはあるかい」より）

君を表現できたら、君を‥

無、それは地獄のまたの名である　

僕は凍えている、目を閉じるな

（「熱望で足鎖を擦り切らした」より）

オルハン・ヴェリ

イスタンブルに耳を澄ます、

目を閉じて

（「イスタンブルに耳を澄ます」より）

片手に毛抜き

片手に鏡

君は世界なんておかまいなし！

（「毛抜きの詩」より）

アティラ　イルハン

女を愛したことはない

もともと女なんて存在しなかった

（「こんな風に愛すこと」より）

なにはさておき、君を腕に抱くと

いつも僕の中で大混乱が起こり

泣いたものだ

（「第三の私的な詩」より）

君は僕になくてはならないんだよ

知らないだろうけど

君の名は

僕の中に釘でしっかり打ち込んである

（「君は僕になくてはならない」より）

ナーズム　ヒクメット

生きることは一本の木のように

かけがえがなく、自由だ

そして森のように友好的だ

（「招待」より）

僕が燃えなければ

君が燃えなければ

どうやって抜け出るっていうのか

暗闇から明るい世界へ

（「空気は鉛のように重く」より）

ジャーヒト・ストゥク・タランジュ

三五歳！

道の半分に値する

ダンテのように

私達は人生の真ん中にいる

（「三五歳」より）

アシュク・ベイセル

長く細い道にいる

僕は行く

昼間も夜も

（「長く細い道にいる」より）

アフメット・ハシム

ゆっくりと登ってゆくだろう

この階段を

スカートに太陽色の葉を積んで

そしてふと空を見上げるだろう

泣きながら

（「階段」より）

Orhan PAMUK
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彼　
は　
、　
ト　
ル　
コ　
の　
小　
説　
家　
の　
中　
で　
、　
一　
○　
○　

○　
年　
に　
一　
度　
現　
わ　
れ　
る　
作　
家　
と　
評　
価　
さ　
れ　
現　
在　
、　

最　
も　
拝　
読　
さ　
れ　
、　
最　
も　
話　
題　
に　
取　
り　
上　
げ　
て　
い　

る　
若　
手　
作　
家　
で　
あ　
る　
。　
彼　
の　
作　
品　
は　
、　
ポ　
ス　
ト　

モ　
ダ　
ン　
概　
念　
の　
小　
説　
の　
最　
も　
代　
表　
的　
な　
も　
の　
と　

さ　
れ　
、　
そ　
の　
小　
説　
の　
数　
々　
は　
、　
多　
く　
の　
外　
国　
語　

に　
訳　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

オ　
ス　
マ　
ン　
朝　
ト　
ル　
コ　
が　
誇　
る　

世　
界　
の　
建　
築　
家　
ス　
ィ　
ナ　
ン　

ミ　
マ　
ー　
ル　
・　
ス　
ィ　
ナ　
ン　

（　
一　
四　
八　
九　
〜　
一　
五　
八　
八　
）　

ト　
ル　
コ　
建　
築　
史　
に　
一　
つ　
の　
印　
を　
残　
し　
た　
、　
伝　

説　
の　
宮　
殿　
建　
築　
家　
。　
今　
日　
で　
は　
、　
た　
だ　
ト　
ル　
コ　

だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
世　
界　
的　
に　
数　
え　
上　
げ　
ら　
れ　
る　

偉　
大　
な　
建　
築　
家　
の　
一　
人　
と　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
現　
在　

も　
、　
彼　
を　
乗　
り　
越　
え　
る　
人　
物　
は　
ま　
だ　
現　
わ　
れ　
て　

い　
な　
い　
。　
彼　
の　
代　
表　
的　
な　
建　
築　
物　
に　
は　
、　
イ　
ス　

タ　
ン　
ブ　
ル　
の　
ス　
レ　
イ　
マ　
ニ　
イ　
ェ　
・　
モ　
ス　
ク　
、　
エ　

デ　
ィ　
ル　
ネ　
の　
セ　
リ　
ミ　
イ　
ェ　
・　
モ　
ス　
ク　
等　
が　
あ　
る　
。　

ト　
ル　
コ　
の　
画　
家　
達　

ジ　
ェ　
ミ　
ル　
・　
ジ　
ェ　
ム　
（　
一　
八　
八　
二　
〜　
一　
九　
五　
○　
）　

ト　
ル　
コ　
漫　
画　
、　
風　
刺　
画　
の　
名　
士　
。　
政　
治　
風　
刺　

の　
鉄　
人　
。　
一　
九　
一　
○　
年　
、　「　
カ　
レ　
ム　
（　
筆　
）　
・　
マ　

ガ　
ジ　
ン　
」　
が　
廃　
刊　
に　
な　
っ　
て　
か　
ら　
も　
、　
「　
ジ　
ェ　

ム　
・　
マ　
ガ　
ジ　
ン　
」　
を　
出　
版　
し　
た　
。　
当　
時　
の　
政　
治　

家　
達　
は　
、　
ジ　
ェ　
ミ　
ル　
・　
ジ　
ェ　
ム　
に　
よ　
っ　
て　
巧　
み　

に　
表　
現　
さ　
れ　
、　
そ　
し　
て　
容　
赦　
の　
な　
い　
風　
刺　
に　
よ　

っ　
て　
か　
な　
り　
辛　
辣　
に　
批　
判　
さ　
れ　
た　
。　

ジ　
ェ　
マ　
ル　
・　
ナ　
ー　
デ　
ィ　
ル　
・　
ギ　
ュ　
レ　
ル　

（　
一　
九　
○　
二　
〜　
一　
九　
四　
七　
）　

忘　
れ　
ら　
れ　
な　
い　
漫　
画　
の　
キ　
ャ　
ラ　
ク　
タ　
ー　
「　
ア　

ム　
ジ　
ャ　
ベ　
イ　
（　
伯　
父　
さ　
ん　
）　」　
の　
生　
み　
の　
親　
。　
ブ　

ル　
サ　
で　
の　
見　
習　
い　
生　
活　
の　
後　
、　
セ　
ダ　
ッ　
ト　
・　
シ　

マ　
ヴ　
ィ　
の　
「　
デ　
ィ　
ケ　
ン　
（　
と　
げ　
）　」　
雑　
誌　
に　
よ　
っ　

て　
、　
彼　
は　
ト　
ル　
コ　
の　
漫　
画　
家　
と　
し　
て　
認　
め　
ら　
れ　

た　
。　
ア　
ク　
シ　
ャ　
ム　
紙　
、　
ジ　
ュ　
ム　
フ　
リ　
エ　
ッ　
ト　
紙　
、　

ユ　
ジ　
ュ　
エ　
ル　
雑　
誌　
等　
に　
漫　
画　
を　
描　
い　
た　
。　

歴　
史　
の　
生　
き　
証　
人　
達　

フ　
レ　
レ　
ス　
兄　
弟　

ヴ　
ィ　
チ　
ェ　
ン　
、　
ケ　
ヴ　
ォ　
ル　
ク　
、　
ホ　
ヴ　
セ　
ッ　
プ　

写　
真　
マ　
ニ　
ア　
の　
三　
兄　
弟　
。　
当　
初　
彼　
等　
は　
ベ　
ヤ　

ズ　
ッ　
ト　
の　
写　
真　
館　
、　
ペ　
ラ　
の　
ス　
タ　
ジ　
オ　
で　
働　
い　

て　
い　
た　
が　
、　
一　
八　
六　
三　
年　
に　
撮　
影　
し　
た　
ス　
ル　
タ　

ン　
・　
ア　
ブ　
ド　
ゥ　
ル　
ア　
ズ　
ィ　
ズ　
の　
写　
真　
が　
認　
め　
ら　

れ　
、　
そ　
の　
後　
、　
宮　
殿　
写　
真　
家　
と　
し　
て　
大　
き　
な　
称　

号　
を　
得　
る　
こ　
と　
と　
な　
っ　
た　
。　
ス　
ル　
タ　
ン　
の　
皇　
子　

達　
、　
貴　
族　
だ　
け　
に　
と　
ど　
ま　
ら　
ず　
、　
一　
般　
庶　
民　
、　

漁　
師　
等　
幅　
広　
い　
階　
層　
の　
人　
々　
を　
題　
材　
と　
し　
、　
被　

タ　
イ　
ム　
ト　
ン　
ネ　
ル　

か　
ら　
の　
素　
敵　
な　
音　

サ　
フ　
ユ　
ー　
デ　
ィ　
ン　
・　

ウ　
ル　
メ　
ヴ　
ィ　
（　
一　
三　
世　
紀　
）　

イ　
ス　
ラ　
ム　
音　
楽　
の　
音　
階　
構　

造　
を　
定　
義　
付　
け　
、　
世　
界　
中　
に　

知　
ら　
し　
め　
た　
音　
の　
科　
学　
者　
。　

彼　
の　
定　
義　
し　
た　
物　
理　
的　
な　
音　

の　
要　
素　
、　
音　
符　
の　
綴　
り　
方　
は　
、　

七　
○　
○　
年　
以　
上　
た　
っ　
た　
に　
も　

か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
今　
日　
で　
も　
同　

じ　
形　
式　
で　
使　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

建　
築　

絵　
画　
・　
漫　
画　

イ　
ス　
ラ　
ム　
音　
楽　
か　
ら　

ポ　
ッ　
プ　
音　
楽　
ま　
で　

写　
体　
と　
な　
る　
人　
間　
の　
顔　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
心　
の　

中　
身　
も　
映　
し　
出　
す　
写　
真　
家　
と　
し　
て　
、　
高　
い　
評　
価　

を　
受　
け　
た　
。　

ト　
ル　
コ　
が　
誇　
る　

現　
代　
の　
天　
才　
写　
真　
家　

ア　
ラ　
・　
ギ　
ュ　
レ　
ル　
（　
一　
九　
二　
八　
〜　
）　

ト　
ル　
コ　
に　
お　
け　
る　
天　
才　
写　
真　
家　
と　
し　
て　
最　
も　

重　
要　
な　
人　
物　
。　
数　
々　
の　
歴　
史　
的　
事　
件　
を　
撮　
影　
し　

た　
他　
、　
サ　
ル　
バ　
ド　
ー　
ル　
・　
ダ　
リ　
、　
ウ　
ィ　
ン　
ス　
ト　

ン　
・　
チ　
ャ　
ー　
チ　
ル　
、　
ベ　
ル　
ト　
ラ　
ン　
ド　
・　
ラ　
ッ　
セ　

ル　
、　
エ　
リ　
ザ　
ベ　
ス　
・　
テ　
イ　
ラ　
ー　
等　
、　
数　
え　
切　
れ　

な　
い　
有　
名　
人　
を　
撮　
影　
し　
、　
彼　
ら　
を　
被　
写　
体　
と　
し　

て　
永　
遠　
の　
ポ　
ー　
ト　
レ　
ー　
ト　
に　
お　
さ　
め　
た　
。　

写　
真　

音　
楽　
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カ　
ン　
テ　
ミ　
ル　
オ　
ウ　
ル　
（　
一　
六　
七　
三　
〜　
一　
七　
二　
七　
）　

オ　
ス　
マ　
ン　
帝　
国　
に　
送　
ら　
れ　
た　
ロ　
ー　
マ　
の　
王　
子　
。　

歴　
史　
家　
、　
音　
楽　
学　
者　
。　
長　
い　
年　
月　
暮　
ら　
し　
た　
イ　

ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
で　
、　
音　
楽　
の　
技　
術　
的　
な　
解　
説　
に　
つ　

い　
て　
筆　
を　
取　
り　
、　
そ　
の　
後　
の　
著　
書　
「　
オ　
ス　
マ　
ン　

帝　
国　
の　
歴　
史　
」　
に　
て　
、　
一　
七　
世　
紀　
か　
ら　
一　
八　
世　

紀　
の　
最　
も　
偉　
大　
な　
作　
家　
の　
一　
人　
と　
し　
て　
も　
認　
め　

ら　
れ　
た　
。　
そ　
の　
作　
品　
は　
、　
現　
在　
も　
原　
本　
と　
し　
て　

評　
価　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
彼　
の　
住　
居　
跡　
は　
、　
金　
角　
湾　

沿　
い　
の　
フ　
ェ　
ネ　
ル　
に　
今　
も　
残　
っ　
て　
い　
る　
。　

ハ　
マ　
ミ　
ザ　
ー　
デ　
・　
イ　
ス　
マ　
イ　
ル　

デ　
デ　
・　
エ　
フ　
ェ　
ン　
デ　
ィ　

（　
一　
七　
七　
八　
〜　
一　
八　
四　
六　
）　

一　
九　
世　
紀　
の　
最　
も　
優　
れ　
た　
音　
楽　
家　
。　
ト　
ル　
コ　

音　
楽　
の　
最　
も　
偉　
大　
な　
作　
曲　
家　
の　
一　
人　
。　
セ　
リ　
ム　

三　
世　
か　
ら　
、　
宮　
廷　
の　
三　
代　
の　
ス　
ル　
タ　
ン　
の　
側　
近　

と　
し　
て　
従　
事　
し　
、　
ほ　
と　
ん　
ど　
の　
作　
品　
を　
支　
配　
者　

達　
の　
為　
に　
捧　
げ　
た　
。　

タ　
ン　
ブ　
リ　
・　
ジ　
ェ　
ミ　
ル　
ベ　
イ　

（　
一　
八　
七　
一　
〜　
一　
九　
一　
六　
）　

ト　
ル　
コ　
音　
楽　
の　
演　
奏　
方　
式　
に　
革　
命　
を　
起　
こ　
し　

た　
タ　
ン　
ブ　
ル　
の　
名　
演　
奏　
家　
。　
自　
ら　
の　
純　
粋　
な　
方　

法　
に　
よ　
り　
、　
何　
百　
年　
も　
前　
か　
ら　
続　
く　
演　
奏　
方　
式　

を　
、　
一　
新　
し　
、　
真　
新　
し　
い　
メ　
ロ　
デ　
ィ　
ー　
の　
世　
界　

を　
創　
造　
し　
た　
。　
ト　
ル　
コ　
音　
楽　
の　
演　
奏　
方　
式　
は　
、　

現　
在　
、　
「　
ジ　
ェ　
ミ　
ル　
ベ　
イ　
以　
前　
」　
「　
ジ　
ェ　
ミ　
ル　
ベ　

イ　
以　
後　
」　
と　
い　
う　
形　
で　
、　
分　
類　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

ラ　
ウ　
フ　
・　
イ　
ェ　
ク　
タ　
・　
ベ　
イ　

（　
一　
八　
七　
一　
〜　
一　
九　
三　
五　
）　

ト　
ル　
コ　
の　
音　
楽　
構　
造　
を　
全　
世　
界　
に　
知　
ら　
し　
め　

た　
音　
楽　
家　
。　
彼　
は　
、　
中　
世　
の　
閉　
鎖　
的　
な　
学　
術　
形　

式　
に　
よ　
っ　
て　
、　
既　
に　
書　
か　
れ　
て　
い　
た　
音　
楽　
技　
術　

に　
つ　
い　
て　
の　
書　
物　
を　
、　
近　
代　
的　
な　
概　
念　
に　
添　
っ　

て　
ま　
と　
め　
た　
。　
音　
楽　
史　
と　
し　
て　
、　
現　
代　
初　
の　
作　

品　
で　
あ　
る　
有　
名　
な　
「　
ト　
ル　
コ　
音　
楽　
」　
を　
一　
九　
二　

二　
年　
に　
パ　
リ　
で　
フ　
ラ　
ン　
ス　
語　
と　
し　
て　
出　
版　
し　
た　
。　

シ　
ェ　
リ　
フ　
・　
ム　
ヒ　
ッ　
デ　
ィ　
ン　
・　
タ　
ル　
ガ　
ン　

（　
一　
八　
九　
二　
〜　
一　
九　
六　
七　
）　

予　
言　
者　
ム　
ハ　
ン　
メ　
ッ　
ド　
の　
血　
族　
の　
出　
身　
で　
あ　

る　
音　
楽　
家　
、　
か　
つ　
画　
家　
。　
当　
時　
ま　
で　
伝　
統　
的　
な　

形　
で　
演　
奏　
さ　
れ　
て　
い　
た　
ウ　
ド　
の　
演　
奏　
を　
、　
サ　
ズ　

の　
様　
式　
を　
摂　
取　
し　
た　
形　
で　
行　
い　
、　
全　
世　
界　
に　
知　

ら　
し　
め　
た　
。　
世　
界　
で　
も　
指　
折　
り　
の　
名　
演　
奏　
家　
と　

し　
て　
認　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

ト　
ル　
コ　
音　
楽　
の　

代　
名　
詞　

ミ　
ュ　
ニ　
ル　
・　
ヌ　
レ　
ッ　
テ　
ィ　
ン　
・　
セ　
ル　
チ　
ュ　
ク　

（　
一　
八　
九　
九　
〜　
一　
九　
八　
一　
）　

二　
○　
世　
紀　
の　
ト　
ル　
コ　
音　
楽　
の　
最　
も　
有　
名　
な　
演　

奏　
家　
。　
彼　
は　
、　
何　
百　
年　
も　
前　
か　
ら　
続　
く　
ソ　
ロ　
演　

奏　
の　
型　
を　
崩　
し　
て　
、　
自　
ら　
の　
ス　
タ　
イ　
ル　
を　
作　
り　

上　
げ　
て　
い　
っ　
た　
。　
立　
っ　
た　
ま　
ま　
弾　
き　
語　
る　
形　
式　

の　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
を　
タ　
キ　
シ　
ー　
ド　
を　
着　
て　
始　
め　
た　

第　
一　
任　
者　
。　
同　
時　
に　
偉　
大　
な　
作　
曲　
家　
で　
も　
あ　
る　
。　

セ　
ラ　
ハ　
ッ　
テ　
ィ　
ン　
・　
プ　
ナ　
ル　

（　
一　
九　
○　
二　
〜　
一　
九　
六　
○　
）　

共　
和　
国　
樹　
立　
後　
発　
達　
し　
た　
、　
ポ　
ピ　
ュ　
ラ　
ー　
・　

ト　
ル　
コ　
芸　
術　
音　
楽　
界　
の　
最　
も　
有　
名　
な　
作　
曲　
家　
。　

彼　
は　
ア　
ラ　
ブ　
音　
楽　
を　
真　
似　
る　
こ　
と　
も　
、　
奇　
抜　
な　

方　
向　
に　
ず　
れ　
る　
こ　
と　
も　
な　
く　
ト　
ル　
コ　
独　
自　
の　
ポ　

ッ　
プ　
音　
楽　
の　
基　
礎　
を　
築　
い　
た　
。　
作　
品　
の　
中　
で　
は　
、　

行　
き　
場　
の　
な　
い　
愛　
や　
孤　
独　
を　
テ　
ー　
マ　
に　
、　「　
都　
会　

の　
一　
人　
の　
男　
」　
と　
し　
て　
の　
感　
性　
を　
表　
現　
し　
た　
。　

共　
和　
国　
の　
歌　
声　

ジ　
ェ　
マ　
ル　
・　
レ　
シ　
ッ　
ト　
・　
レ　
イ　

（　
一　
九　
○　
四　
〜　
一　
九　
八　
五　
）　

ト　
ル　
コ　
作　
曲　
家　
の　
中　
で　
最　
も　
数　
多　
く　
の　
作　
品　

を　
生　
み　
出　
し　
た　
一　
人　
。　
多　
音　
西　
洋　
音　
楽　
を　
定　
着　

さ　
せ　
る　
為　
に　
、　
教　
壇　
に　
立　
ち　
、　
オ　
ー　
ケ　
ス　
ト　
ラ　

指　
揮　
者　
と　
し　
て　
も　
活　
躍　
し　
た　
。　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　

市　
が　
創　
設　
し　
た　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
サ　
ロ　
ン　
に　
は　
、　
彼　

の　
名　
が　
つ　
け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
弟　
で　
あ　
る　
エ　
ク　
レ　

ム　
・　
レ　
シ　
ッ　
ト　
ベ　
イ　
が　
台　
本　
を　
手　
が　
け　
た　
「　
華　

麗　
な　
人　
生　
」　
の　
オ　
ペ　
レ　
ッ　
タ　
を　
作　
曲　
。　
そ　
の　
作　

品　
は　
何　
年　
も　
の　
間　
、　
満　
席　
で　
上　
演　
さ　
れ　
、　
現　
在　

で　
も　
上　
演　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

ア　
フ　
メ　
ッ　
ト　
・　
ア　
ド　
ナ　
ン　
・　
サ　
イ　
グ　
ン　

（　
一　
九　
○　
七　
〜　
一　
九　
九　
一　
）　

ト　
ル　
コ　
作　
曲　
家　
の　
中　
で　
、　
海　
外　
で　
最　
も　
良　
く　

知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
人　
物　
。　
大　
衆　
音　
楽　
の　
モ　
チ　
ー　
フ　

と　
民　
謡　
を　
、　
多　
音　
節　
音　
楽　
の　
法　
則　
で　
調　
整　
し　
た　
。　

「　
ユ　
ヌ　
ス　
・　
エ　
ム　
レ　
・　
オ　
ラ　
ト　
リ　
オ　
ス　
」　
は　
、　
世　

界　
中　
の　
一　
流　
オ　
ー　
ケ　
ス　
ト　
ラ　
に　
よ　
っ　
て　
、　
何　
度　

も　
演　
奏　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

ア　
タ　
ト　
ゥ　
ル　
ク　
に　

最　
も　
愛　
さ　
れ　
た　
歌　
手　

サ　
フ　
ィ　
イ　
ェ　
・　
ア　
イ　
ラ　

（　
一　
九　
○　
九　
〜　
一　
九　
九　
八　
）　

ト　
ル　
コ　
建　
国　
の　
父　
ア　
タ　
ト　
ュ　
ル　
ク　
の　
最　
も　
好　

ん　
だ　
歌　
手　
。　
共　
和　
国　
の　
歴　
史　
を　
歌　
声　
と　
共　
に　
生　

き　
た　
重　
要　
な　
歌　
手　
。　
ト　
ル　
コ　
音　
楽　
が　
二　
○　
世　
紀　

に　
認　
め　
た　
最　
も　
優　
れ　
た　
女　
性　
歌　
手　
の　
一　
人　
。　

ル　
ヒ　
・　
ス　
（　
一　
九　
一　
二　
〜　
一　
九　
八　
五　
）　
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彼　
は　
、　
深　
い　
バ　
ス　
バ　
ラ　
ト　
ン　
の　
歌　
声　
で　
、　
伝　

統　
大　
衆　
民　
謡　
に　
、　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
声　
楽　
技　
術　
の　
真　

新　
し　
い　
ス　
タ　
イ　
ル　
を　
持　
ち　
込　
み　
、　
同　
時　
に　
ア　
ナ　

ト　
リ　
ア　
の　
民　
謡　
収　
集　
を　
行　
っ　
た　
。　
政　
治　
的　
な　
活　

動　
を　
行　
っ　
て　
い　
た　
為　
、　
何　
度　
も　
刑　
務　
所　
に　
入　
っ　

て　
は　
出　
る　
こ　
と　
を　
繰　
り　
返　
し　
た　
。　

誰　
も　
が　
認　
め　
る　

ク　
ラ　
ッ　
シ　
ッ　
ク　
の　
歌　
姫　

レ　
イ　
ラ　
・　
ゲ　
ン　
ジ　
ェ　
ル　
（　
一　
九　
二　
三　
〜　
）　

国　
際　
レ　
ベ　
ル　
で　
成　
功　
し　
た　
初　
の　
ト　
ル　
コ　
人　
ソ　

プ　
ラ　
ノ　
歌　
手　
。　
一　
九　
五　
二　
年　
か　
ら　
、　
オ　
ペ　
ラ　
芸　

術　
の　
「　
神　
殿　
」　
で　
も　
あ　
る　
「　
ス　
コ　
ラ　
座　
」　
で　
歌　

い　
始　
め　
た　
。　
現　
在　
、　
自　
ら　
の　
名　
が　
付　
い　
た　
国　
際　

声　
楽　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト　
に　
お　
い　
て　
、　
若　
手　
の　
歌　
手　
に　

有　
名　
な　
オ　
ペ　
ラ　
へ　
の　
道　
を　
示　
し　
て　
い　
る　
。　

ス　
ナ　
・　
カ　
ン　
（　
一　
九　
三　
六　
〜　
）　

「　
天　
才　
児　
」　
の　
誉　
高　
い　
、　
素　
晴　
ら　
し　
い　
バ　
イ　

オ　
リ　
ン　
奏　
者　
。　
五　
歳　
か　
ら　
現　
在　
ま　
で　
ず　
っ　
と　
バ　

イ　
オ　
リ　
ン　
を　
弾　
き　
続　
け　
て　
い　
る　
。　
ピ　
ア　
ニ　
ス　
ト　
、　

ビ　
レ　
ッ　
ト　
と　
共　
に　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　
教　
育　
を　
受　
け　

た　
。　
優　
れ　
た　
技　
術　
の　
中　
で　
の　
、　
デ　
リ　
ケ　
ー　
ト　
な　

演　
奏　
ス　
タ　
イ　
ル　
に　
は　
、　
多　
く　
の　
フ　
ァ　
ン　
が　
い　
る　
。　

イ　
デ　
ィ　
ル　
・　
ビ　
レ　
ッ　
ト　
（　
一　
九　
四　
一　
〜　
）　

ト　
ル　
コ　
の　
二　
人　
の　
「　
天　
才　
児　
」　
の　
う　
ち　
の　
一　

人　
。　
一　
九　
四　
八　
年　
、　
バ　
イ　
オ　
リ　
ニ　
ス　
ト　
、　
ス　

ナ　
・　
カ　
ン　
と　
ビ　
レ　
ッ　
ト　
は　
、　
政　
府　
に　
よ　
っ　
て　
フ　

ラ　
ン　
ス　
に　
送　
ら　
れ　
た　
。　
シ　
ョ　
パ　
ン　
の　
演　
奏　
に　
よ　

り　
、　
世　
界　
の　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
ホ　
ー　
ル　
で　
求　
め　
ら　
れ　

る　
大　
演　
奏　
家　
と　
な　
っ　
た　
。　

ア　
イ　
ラ　
・　
エ　
ル　
ド　
ゥ　
ラ　
ン　

（　
一　
九　
三　
六　
〜　
）　

「　
バ　
イ　
オ　
リ　
ン　
と　
音　
楽　
に　
捧　
げ　

た　
人　
生　
」　
と　
い　
う　
、　
ま　
さ　
に　
そ　
の　

言　
葉　
ど　
お　
り　
の　
人　
物　
で　
あ　
る　
。　
そ　

の　
才　
能　
と　
演　
奏　
ス　
タ　
イ　
ル　
で　
バ　
イ　

オ　
リ　
ン　
奏　
者　
に　
と　
っ　
て　
最　
も　
難　
し　

い　
作　
品　
を　
、　
国　
内　
外　
の　
コ　
ン　
サ　
ー　

ト　
で　
演　
奏　
し　
、　
音　
楽　
愛　
好　
家　
達　
の　

記　
憶　
の　
隅　
に　
名　
を　
刻　
み　
込　
ん　
だ　
。　

ギ　
ュ　
レ　
ル　
・　
ア　
イ　
カ　
ル　

（　
一　
九　
四　
二　
〜　
）　

ト　
ル　
コ　
、　
そ　
し　
て　
世　
界　
的　
に　
も　

有　
名　
な　
、　
オ　
ー　
ケ　
ス　
ト　
ラ　
指　
揮　
者　
。　

バ　
イ　
オ　
リ　
ン　
を　
通　
し　
て　
音　
楽　
へ　
の　
道　
に　
踏　
み　
入　

っ　
た　
。　
指　
揮　
、　
舞　
台　
で　
の　
パ　
フ　
ォ　
ー　
マ　
ン　
ス　
は　
、　

常　
に　
ナ　
ン　
バ　
ー　
ワ　
ン　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

ア　
イ　
ド　
ゥ　
ン　
・　
エ　
セ　
ン　
（　
一　
九　
六　
二　
）　

世　
界　
的　
レ　
ベ　
ル　
の　
ト　
ル　
コ　
人　
ジ　
ャ　
ズ　
ピ　
ア　
ニ　

ス　
ト　
。　
ク　
ラ　
シ　
ッ　
ク　
音　
楽　
の　
教　
育　
を　
受　
け　
た　
後　
、　

ジ　
ャ　
ズ　
に　
方　
向　
転　
換　
し　
た　
。　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
で　

活　
動　
を　
続　
け　
、　
い　
く　
つ　
か　
の　
作　
品　
は　
、　
ニ　
ュ　
ー　

ヨ　
ー　
ク　
、　
フ　
ィ　
ル　
ハ　
ー　
モ　
ニ　
ー　
・　
オ　
ー　
ケ　
ス　
ト　

ラ　
で　
の　
レ　
パ　
ー　
ト　
リ　
ー　
と　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

フ　
ァ　
ズ　
ル　
・　
サ　
イ　
（　
一　
九　
七　
○　
〜　
）　

現　
代　
の　
ト　
ル　
コ　
の　
音　
楽　
界　
の　
力　
強　
い　
声　
の　
持　

ち　
主　
。　
一　
六　
歳　
の　
頃　
か　
ら　
絶　
え　
間　
な　
く　
作　
曲　
活　

動　
を　
続　
け　
て　
お　
り　
、　
彼　
の　
数　
々　
の　
Ｃ　
Ｄ　
は　
、　
音　

楽　
雑　
誌　
の　
表　
紙　
を　
飾　
っ　
て　
い　
る　
。　

オ　
ル　
ハ　
ン　
・　
ゲ　
ン　
ジ　
ェ　
バ　
イ　

ト　
ル　
コ　
の　
音　
楽　
界　
で　
最　
も　
世　
間　
の　
話　
題　
を　
呼　

ん　
だ　
と　
い　
え　
る　
人　
物　
。　
ト　
ル　
コ　
の　
ア　
ラ　
ベ　
ス　
ク　

音　
楽　
の　
代　
表　
者　
と　
さ　
れ　
て　
お　
り　
、　
社　
会　
学　
の　
研　

究　
の　
課　
題　
と　
し　
て　
と　
り　
あ　
げ　
ら　
れ　
、　
彼　
に　
つ　
い　

て　
の　
書　
物　
も　
書　
か　
れ　
て　
い　
る　
。　
何　
は　
と　
も　
あ　
れ　
、　

ア　
ラ　
ベ　
ス　
ク　
音　
楽　
が　
好　
き　
な　
ト　
ル　
コ　
人　
は　
、　
彼　

の　
歌　
を　
非　
常　
に　
愛　
し　
て　
い　
る　
。　

ス　
ー　
パ　
ー　
ス　
タ　
ー　

ポ　
ッ　
プ　
界　
の　
歌　
姫　

ア　
ジ　
ダ　
・　
ペ　
ッ　
カ　
ン　

現　
在　
六　
○　
歳　
と　
言　
わ　
れ　
て　
も　
、　
ま　
ず　
誰　
も　
信　

じ　
な　
い　
で　
あ　
ろ　
う　
美　
貌　
も　
人　
気　
の　
一　
つ　
。　
彼　
女　

は　
、　
少　
女　
期　
か　
ら　
現　
在　
ま　
で　
常　
に　
ト　
ッ　
プ　
の　
座　

を　
守　
り　
続　
け　
、　
常　
に　
時　
代　
の　
歌　
を　
歌　
い　
続　
け　
て　

い　
る　
ま　
さ　
に　
ト　
ル　
コ　
の　
ス　
ー　
パ　
ー　
ス　
タ　
ー　
。　

バ　
ル　
シ　
ュ　
・　
マ　
ン　
チ　
ョ　

（　
一　
九　
四　
三　
〜　
一　
九　
九　
九　
）　

日　
本　
好　
き　
の　
音　
楽　
家　
と　
し　
て　
有　
名　
な　
彼　
は　
、　

長　
年　
「　
七　
才　
か　
ら　
七　
七　
才　
ま　
で　
」　
と　
い　
う　
テ　
レ　

ビ　
番　
組　
で　
子　
供　
か　
ら　
大　
人　
ま　
で　
幅　
広　
い　
ト　
ル　
コ　

人　
に　
人　
気　
が　
あ　
っ　
た　
。　
日　
本　
で　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
を　

行　
っ　
た　
こ　
と　
も　
あ　
り　
、　
日　
本　
の　
テ　
レ　
ビ　
界　
に　
進　

出　
す　
る　
こ　
と　
を　
望　
ん　
で　
い　
た　
が　
、　
一　
九　
九　
九　
年　

に　
急　
死　
。　
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永　
遠　
の　
ア　
イ　
ド　
ル　

カ　
ラ　
ギ　
ョ　
ズ　
を　
生　
ん　
だ　
作　
家　

シ　
ェ　
イ　
フ　
・　
ク　
シ　
ュ　
テ　
リ　
（　
一　
三　
世　
紀　
）　

ト　
ル　
コ　
の　
伝　
統　
影　
絵　
芝　
居　
の　
永　
遠　
の　
キ　
ャ　
ラ　

ク　
タ　
ー　
、　
ハ　
ジ　
バ　
ッ　
ト　
と　
カ　
ラ　
ギ　
ョ　
ズ　
の　
生　
み　

の　
親　
。　
ブ　
ル　
サ　
の　
モ　
ス　
ク　
の　
建　
築　
現　
場　
で　
働　
く　
、　

お　
互　
い　
に　
い　
が　
み　
合　
い　
な　
が　
ら　
も　
、　
離　
れ　
ら　
れ　

な　
い　
二　
人　
の　
土　
方　
の　
影　
人　
形　
を　
作　
り　
、　
カ　
ー　
テ　

ン　
の　
後　
ろ　
で　
真　
似　
を　
し　
た　
と　
こ　
ろ　
、　
こ　
の　
影　
絵　

の　
永　
遠　
の　
キ　
ャ　
ラ　
ク　
タ　
ー　
が　
世　
に　
生　
ま　
れ　
た　
と　

言　
わ　
れ　
て　
い　
る　
。　

イ　
ス　
マ　
イ　
ル　
・　
ド　
ユ　
ン　
ブ　
ル　
ル　

（　
一　
八　
九　
七　
〜　
一　
九　
七　
三　
）　

戯　
曲　
と　
即　
席　
芝　
居　
の　
伝　
統　
の　
中　
で　
育　
っ　
た　
最　

後　
の　
名　
人　
の　
一　
人　
で　
あ　
る　
。　
演　
劇　
熱　
の　
為　
に　
学　

校　
を　
中　
退　
し　
、　
一　
六　
歳　
の　
時　
、　
コ　
メ　
デ　
ィ　
ア　
ン　

の　
「　
は　
げ　
の　
ハ　
サ　
ン　
の　
デ　
ィ　
ル　
ク　
シ　
ュ　
劇　
場　
」　

で　
演　
じ　
た　
。　
彼　
の　
時　
代　
が　
、　
ト　
ル　
コ　
興　
行　
演　
劇　

の　
黄　
金　
時　
代　
で　
あ　
っ　
た　
と　
い　
え　
よ　
う　
。　

ム　
フ　
シ　
ン　
・　
エ　
ル　
ト　
ゥ　
ー　
ル　

（　
一　
八　
九　
二　
〜　
一　
九　
七　
九　
）　

今　
日　
、　
ト　
ル　
コ　
の　
演　
劇　
界　
、　
映　
画　
界　
の　
存　
在　

に　
つ　
い　
て　
語　
る　
な　
ら　
ば　
、　
彼　
の　
功　
績　
に　
よ　
る　
と　

こ　
ろ　
が　
大　
き　
い　
。　
彼　
は　
、　
今　
日　
の　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　

ル　
都　
市　
劇　
場　
の　
元　
と　
な　
っ　
た　
、　
オ　
ス　
マ　
ン　
帝　
国　

国　
立　
劇　
団　
の　
創　
設　
者　
で　
、　
現　
代　
ト　
ル　
コ　
演　
劇　
の　

先　
駆　
者　
で　
あ　
る　
。　
ま　
た　
、　
ト　
ル　
コ　
と　
し　
て　
は　
初　

の　
音　
声　
入　
り　
、　
カ　
ラ　
ー　
映　
画　
の　
監　
督　
で　
も　
あ　
る　
。　

彼　
は　
、　
俳　
優　
、　
監　
督　
と　
し　
て　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　

教　
育　
者　
、　
理　
論　
家　
と　
し　
て　
も　
人　
生　
の　
七　
○　
年　
を　

芸　
術　
に　
捧　
げ　
た　
。　

ト　
ル　
コ　
初　
の　
舞　
台　
女　
優　

ア　
フ　
ィ　
フ　
ェ　
・　
ジ　
ャ　
ー　
レ　
（　
？　
〜　
一　
九　
四　
一　
）　

彼　
女　
を　
一　
言　
で　
た　
と　
え　
る　
な　
ら　
「　
革　
命　
家　
」　

と　
言　
え　
よ　
う　
。　
劇　
の　
舞　
台　
に　
立　
っ　
た　
初　
の　
イ　
ス　

ラ　
ム　
教　
徒　
ト　
ル　
コ　
人　
女　
性　
。　
イ　
ス　
ラ　
ム　
教　
徒　
の　

女　
性　
が　
舞　
台　
に　
立　
つ　
こ　
と　
を　
禁　
じ　
た　
決　
ま　
り　
に　

反　
し　
て　
、　「　
甘　
い　
秘　
密　
」　「　
オ　
ダ　
ル　
ク　
」　
で　
役　
を　

演　
じ　
た　
。　
最　
後　
の　
上　
演　
に　
は　
警　
察　
が　
踏　
み　
込　
み　
、　

ア　
フ　
ィ　
フ　
ェ　
は　
機　
械　
室　
か　
ら　
逃　
げ　
出　
し　
た　
。　
本　

当　
の　
才　
能　
を　
死　
後　
に　
評　
価　
さ　
れ　
る　
と　
い　
う　
、　
芸　

術　
家　
の　
宿　
命　
を　
た　
ど　
り　
、　
バ　
ク　
ル　
キ　
ョ　
イ　
精　
神　

病　
院　
で　
人　
生　
の　
幕　
を　
閉　
じ　
た　
。　

バ　
デ　
ィ　
ア　
・　
ム　
ヴ　
ァ　
ッ　
ヒ　
ト　

（　
一　
九　
○　
二　
〜　
一　
九　
九　
四　
）　

カ　
メ　
ラ　
の　
前　
に　
立　
っ　
た　
初　
の　
ト　
ル　
コ　
人　
女　
性　

の　
一　
人　
。　
オ　
ス　
マ　
ン　
帝　
国　
国　
立　
劇　
団　
の　
ア　
フ　
メ　

ッ　
ト　
・　
レ　
フ　
ェ　
ッ　
ト　
・　
ム　
ヴ　
ァ　
ッ　
ヒ　
ト　
と　
結　
婚　

し　
た　
後　
、　
映　
画　
・　
演　
劇　
の　
世　
界　
で　
活　
躍　
し　
た　
。　

一　
九　
二　
三　
年　
に　
、　
ム　
フ　
シ　
ン　
・　
エ　
ル　
ト　
ゥ　
ル　
ー　

ル　
の　
監　
督　
し　
た　
「　
炎　
の　
シ　
ャ　
ツ　
」　
と　
言　
う　
名　
の　

映　
画　
で　
カ　
メ　
ラ　
の　
前　
に　
立　
ち　
、　
当　
時　
の　
セ　
ン　
セ　

ー　
シ　
ョ　
ン　
の　
一　
つ　
と　
な　
っ　
た　
。　

ム　
ア　
ン　
メ　
ル　
・　
カ　
ラ　
ジ　
ャ　

（　
一　
九　
○　
六　
〜　
一　
九　
七　
八　
）　

一　
九　
五　
○　
年　
の　
ト　
ル　
コ　
演　
劇　
家　
。　
彼　
は　
鋭　
い　

知　
性　
と　
ユ　
ー　
モ　
ア　
の　
力　
で　
、　
当　
時　
の　
政　
治　
問　
題　

を　
容　
赦　
な　
く　
批　
判　
し　
た　
。　
タ　
ク　
ス　
ィ　
ム　
の　
イ　
ス　

テ　
ィ　
ク　
ラ　
ル　
通　
り　
に　
は　
、　
自　
身　
の　
名　
の　
つ　
け　
ら　

れ　
た　
劇　
場　
も　
あ　
り　
、　
今　
日　
も　
親　
し　
ま　
れ　
て　
い　
る　
。　

ト　
ル　
コ　
の　
グ　
レ　
タ　
ガ　
ル　
ボ　

美　
貌　
の　
女　
優　

ジ　
ャ　
ヒ　
デ　
・　
ソ　
ン　
ク　
（　
一　
九　
一　
六　
〜　
一　
九　
八　
一　
）　

ト　
ル　
コ　
映　
画　
界　
（　

＝　
イ　
ェ　
シ　
ル　
・　

チ　
ャ　
ム　
＝　
ト　
ル　
コ　
の　
ハ　
リ　
ウ　
ッ　
ド　
）　
が　
世　
に　
送　

り　
出　
し　
た　
初　
の　
ス　
タ　
ー　
。　

市　
立　
劇　
場　
で　
シ　
ェ　
ー　
ク　
ス　
ピ　
ア　
、　
ス　
ト　
リ　
ン　

グ　
ベ　
ル　
グ　
、　
ト　
ル　
ス　
ト　
イ　
の　
作　
品　
な　
ど　
か　
ら　
始　

ま　
っ　
た　
演　
劇　
人　
生　
を　
、　
カ　
メ　
ラ　
の　
前　
で　
続　
け　
る　

こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　「　
バ　
ラ　
ッ　
ク　
屋　
根　
の　
娘　
、　
ア　
イ　

セ　
ル　
」　
と　
い　
う　
映　
画　
で　
ト　
ッ　
プ　
ス　
タ　
ー　
に　
躍　
り　

出　
る　
。　
グ　
レ　
タ　
ガ　
ル　
ボ　
、　
マ　
レ　
ー　
ネ　
デ　
ー　
ト　
リ　

ッ　
ヒ　
に　
た　
と　
え　
ら　
れ　
る　
神　
秘　
的　
な　
美　
し　
さ　
と　
、　

波　
瀾　
万　
丈　
の　
私　
生　
活　
は　
い　
つ　
も　
世　
間　
を　
騒　
が　
せ　

た　
。　
し　
か　
し　
、　
ゼ　
キ　
・　
ミ　
ュ　
レ　
ン　
に　
名　
声　
を　
つ　

か　
ま　
せ　
た　
映　
画　
「　
待　
ち　
こ　
が　
れ　
ら　
れ　
た　
歌　
」　
の　

19

演　
劇　
・　
映　
画　

ス　
ク　
リ　
ー　
ン　
か　
ら　

消　
え　
な　
い　
ス　
タ　
ー　
達　

イ　
ブ　
ラ　
ヒ　
ム　
・　
タ　
ト　
ゥ　
ル　
セ　
ス　
（　
一　
九　
五　
二　
〜　
）　

ト　
ル　
コ　
ア　
ラ　
ベ　
ス　
ク　
音　
楽　
界　
の　
帝　
王　
。　
工　
事　

現　
場　
で　
歌　
を　
歌　
っ　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
を　
見　
い　
出　
さ　

れ　
、　
現　
在　
の　
地　
位　
に　
の　
し　
あ　
が　
っ　
た　
。　
自　
ら　

「　
田　
舎　
者　
で　
無　
教　
養　
」　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
ウ　
リ　
と　
し　
、　

ア　
ナ　
ト　
リ　
ア　
の　
人　
々　
に　
根　
強　
い　
フ　
ァ　
ン　
を　
持　
つ　
。　

数　
々　
の　
ヒ　
ッ　
ト　
曲　
を　
と　
ば　
し　
て　
い　
る　
一　
方　
、　
私　

生　
活　
も　
メ　
デ　
ィ　
ア　
の　
注　
目　
を　
浴　
び　
て　
い　
る　
。　

セ　
ゼ　
ン　
・　
ア　
ク　
ス　
（　
一　
九　
五　
五　
〜　
）　

ト　
ル　
コ　
ポ　
ッ　
プ　
音　
楽　
界　
の　
女　
王　
。　「　
恋　
愛　
は　
セ　

ゼ　
ン　
の　
歌　
で　
歌　
わ　
れ　
る　
」　
と　
い　
わ　
れ　
る　
ほ　
ど　
、　

セ　
ゼ　
ン　
の　
歌　
は　
、　
ト　
ル　
コ　
人　
の　
現　
実　
の　
愛　
の　
世　

界　
と　
、　
切　
な　
い　
感　
情　
を　
端　
的　
に　
表　
現　
し　
て　
い　
る　
。　

飾　
ら　
な　
い　
、　
自　
由　
奔　
放　
な　
性　
格　
と　
ハ　
ス　
キ　
ー　
な　

声　
で　
ト　
ル　
コ　
人　
に　
愛　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
音　
楽　
界　
の　

他　
の　
歌　
手　
に　
も　
多　
く　
の　
歌　
を　
書　
い　
て　
お　
り　
、　
彼　

女　
の　
作　
っ　
た　
歌　
は　
必　
ず　
ヒ　
ッ　
ト　
し　
て　
い　
る　
。　
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撮　
影　
後　
、　
人　
気　
は　
低　
迷　
し　
、　
次　
第　
に　
輝　
き　
を　
な　

く　
し　
て　
引　
退　
し　
て　
い　
っ　
た　
。　

リ　
ュ　
ト　
フ　
ィ　
・　
ア　
カ　
ド　
（　
一　
九　
一　
六　
〜　
）　

イ　
ェ　
シ　
ル　
・　
チ　
ャ　
ム　
の　
伝　
説　
の　
人　
物　
の　
一　
人　
。　

ト　
ル　
コ　
映　
画　
に　
真　
の　
人　
間　
の　
表　
情　
を　
与　
え　
た　
初　

め　
て　
の　
監　
督　
の　
一　
人　
で　
あ　
る　
。　
ア　
カ　
ド　
の　
行　
っ　

た　
偉　
業　
は　
、　
数　
え　
上　
げ　
れ　
ば　
き　
り　
が　
な　
い　
。　「　
打　

て　
裏　
切　
り　
者　
を　
」　「　
結　
婚　
式　
」　
等　
の　
ヒ　
ッ　
ト　
作　
は　

彼　
の　
生　
み　
出　
し　
た　
最　
高　
傑　
作　
の　
う　
ち　
の　
ほ　
ん　
の　

一　
部　
で　
あ　
る　
。　

ア　
イ　
ハ　
ン　
　　
ウ　
シ　
ュ　
ク　

（　
一　
九　
二　
九　
〜　
一　
九　
七　
九　
）　

ト　
ル　
コ　
映　
画　
の　
一　
流　
男　
優　
。　
ス　
タ　
ー　
マ　
ガ　
ジ　

ン　
の　
一　
九　
五　
一　
年　
に　
開　
か　
れ　
た　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト　
で　

優　
勝　
し　
て　
以　
来　
映　
画　
界　
に　
突　
入　
。　
忘　
れ　
ら　
れ　
な　

い　
連　
続　
ド　
ラ　
マ　
「　
小　
さ　
な　
淑　
女　
」　、　「　
掟　
の　
為　
に　
」　

「　
イ　
ギ　
リ　
ス　
人　
の　
ケ　
マ　
ル　
」　
「　
黒　
い　
ハ　
イ　
ダ　
ル　
」　

「　
黒　
い　
血　
」　「　
組　
織　
」　
等　
の　
映　
画　
に　
出　
演　
し　
た　
。　

ト　
ル　
コ　
演　
劇　
界　
の　
今　
日　
は　
、　

彼　
ら　
の　
貢　
献　
に　
よ　
る　

ユ　
ル　
ド　
ゥ　
ズ　
・　
ケ　
ン　
テ　
ル　
（　
一　
九　
二　
八　
〜　
）　

ト　
ル　
コ　
演　
劇　
の　
「　
プ　
リ　
マ　
ド　
ン　
ナ　
」　。　
女　
優　
と　

し　
て　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
劇　
場　
監　
督　
と　
し　
て　
も　
数　

え　
切　
れ　
な　
い　
作　
品　
を　
残　
し　
た　
。　
近　
年　
芸　
術　
的　
な　

半　
ヌ　
ー　
ド　
写　
真　
を　
公　
開　
す　
る　
な　
ど　
、　
意　
欲　
的　
な　

活　
動　
を　
続　
け　
て　
い　
る　
。　

メ　
テ　
ィ　
ン　
・　
エ　
ル　
ク　
サ　
ン　
（　
一　
九　
二　
九　
〜　
）　

「　
神　
秘　
的　
な　
愛　
と　
純　
粋　
な　
情　
熱　
を　
表　
現　
し　
た　
」　

と　
し　
て　
知　
ら　
れ　
る　
「　
愛　
の　
時　
間　
」　
と　
言　
う　
名　
の　

映　
画　
は　
、　
何　
と　
し　
て　
も　
彼　
そ　
の　
も　
の　
を　
表　
し　
て　

い　
る　
。　
一　
九　
五　
二　
年　
の　
処　
女　
作　
「　

の　
人　
生　
（　
暗　
い　
世　
界　
）　」　
で　
映　
画　
界　
に　

デ　
ビ　
ュ　
ー　
し　
、　
数　
々　
の　
素　
晴　
ら　
し　
い　
作　
品　
を　
残　

し　
た　
。　

芸　
術　
の　
太　
陽　ゼ　

キ　
・　
ミ　
ュ　
レ　
ン　

（　
一　
九　
三　
一　
〜　
一　
九　
九　
六　
）　

詩　
人　
、　
作　
曲　
家　
、　
映　
画　
俳　
優　
、　
歌　

手　
と　
し　
て　
成　
功　
を　
お　
さ　
め　
た　
芸　
術　
家　
。　

卓　
越　
し　
た　
澄　
ん　
だ　
歌　
声　
の　
持　
ち　
主　
で　

あ　
り　
、　
信　
じ　
が　
た　
い　
ほ　
ど　
心　
優　
し　
い　

人　
物　
で　
あ　
っ　
た　
。　
彼　
に　
つ　
い　
て　
多　
く　

語　
る　
必　
要　
は　
な　
い　
。　
彼　
は　
今　
な　
お　
、　

「　
永　
遠　
に　
沈　
ま　
な　
い　
芸　
術　
の　
太　
陽　
」　
と　

し　
て　
賛　
美　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　「　
君　
は　
今　
遠　

い　
と　
こ　
ろ　
…　
…　
／　
心　
は　
別　
れ　
の　
悲　
し　

み　
で　
い　
っ　
ぱ　
い　
…　
…　
」　
彼　
は　
彼　
の　
歌　

を　
も　
っ　
て　
偲　
ば　
れ　
て　
い　
る　
。　

ト　
ル　
コ　
の　

ア　
ク　
シ　
ョ　
ン　
・　
ス　
タ　
ー　

「　
黒　
い　

　　
カ　
ラ　
　　

騎　
士　

ム　
ラ　
ッ　
ト　

」　

ジ　
ュ　
ネ　
イ　
ト　
・　
ア　
ル　
ク　
ン　

（　
一　
九　
三　
七　
〜　
）　

一　
九　
六　
四　
年　
に　
撮　
影　
さ　
れ　
た　
、　

ハ　
リ　
ト　
・　
レ　
ヒ　
ッ　
キ　
監　
督　
の　

「　
故　
郷　
の　
鳥　
」　
と　
言　
う　
名　
の　
映　
画　

で　
カ　
メ　
ラ　
と　
巡　
り　
合　
っ　
て　
以　
来　
、　

彼　
は　
本　
職　
で　
あ　
る　
医　
者　
に　
二　
度　

と　
戻　
ら　
な　
か　
っ　
た　
。　
当　
初　
は　
お　

茶　
の　
間　
映　
画　
の　
ロ　
マ　
ン　
チ　
ッ　
ク　
な　
男　
優　
だ　
っ　
た　

が　
、　
後　
に　
ア　
ク　
シ　
ョ　
ン　
映　
画　
に　
は　
欠　
か　
せ　
な　
い　

俳　
優　
と　
な　
っ　
た　
。　
あ　
る　
時　
は　
「　
マ　
ル　
コ　
チ　
オ　
ウ　

ル　
役　
」　、　
ま　
た　
あ　
る　
時　
は　
「　
カ　
ラ　
オ　
ウ　
ラ　
ン　
役　
」　、　

ま　
た　
あ　
る　
時　
は　
「　
カ　
ラ　
ム　
ラ　
ッ　
ト　
役　
」　
と　
し　
て　

ス　
ク　
リ　
ー　
ン　
で　
剣　
を　
振　
り　
か　
ざ　
し　
た　
。　
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演　
劇　
界　
の　
女　
帝　
　　

ト　
ル　
コ　
の　
清　
純　
派　
女　
優　

ト　
ゥ　
ル　
カ　
ン　
・　
シ　
ョ　
ラ　
イ　

（　
一　
九　
四　
五　
〜　
）　

彼　
女　
は　
、　
中　
等　
教　
育　
を　
途　
中　
で　
や　
め　
て　
、　
映　

画　
界　
に　
デ　
ビ　
ュ　
ー　
し　
、　
大　
成　
功　
を　
収　
め　
た　
。　
彼　

女　
は　
、　
一　
九　
六　
○　
年　
に　
映　
画　
「　
村　
で　
娘　
に　
恋　
を　

し　
た　
」　
に　
初　
出　
演　
し　
て　
以　
来　
、　
長　
い　
間　
ト　
ッ　
プ　

ス　
タ　
ー　
の　
座　
を　
保　
ち　
続　
け　
た　
。　

初　
期　
の　
作　
品　
で　
は　
、　
田　
舎　
の　
人　
々　
に　
特　
徴　
的　

な　
村　
娘　
等　
の　
キ　
ャ　
ラ　
ク　
タ　
ー　
を　
演　
じ　
、　
長　
期　
に　

わ　
た　
っ　
て　
、　
テ　
レ　
ビ　
番　
組　
「　
ト　
ゥ　
ル　
カ　
ン　
・　
シ　

ョ　
ラ　
イ　
の　
法　
律　
」　
の　
デ　
ィ　
レ　
ク　
タ　
ー　
も　
つ　
と　
め　

て　
い　
た　
。　
清　
純　
派　
と　
呼　
ば　
れ　
る　
理　
由　
は　
、　
彼　
女　

は　
長　
い　
女　
優　
人　
生　
に　
於　
い　
て　
、　
一　
度　
も　
キ　
ス　
シ　

ー　
ン　
を　
演　
じ　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　
決　
し　
て　
ヌ　
ー　
ド　
に　

も　
な　
ら　
な　
か　
っ　
た　
こ　
と　
。　
後　
に　
現　
代　
女　
性　
の　
象　

徴　
と　
し　
て　
ス　
ク　
リ　
ー　
ン　
に　
現　
れ　
、　
い　
ま　
だ　
に　
ト　

ル　
コ　
映　
画　
界　
の　
王　
座　
に　
座　
っ　
て　
い　
る　
ト　
ル　
コ　
映　

画　
界　
の　
女　
帝　

ス　
ル　
タ　
ナ　

的　
存　
在　
。　

「　
ト　
ル　
コ　
の　
寅　
さ　
ん　
」　
こ　
と　

「　
シ　
ャ　
ー　
バ　
ン　
」　

ケ　
マ　
ル　
・　
ス　
ナ　
ル　
（　
一　
九　
四　
四　
〜　
二　
○　
○　
○　
）　

一　
九　
七　
二　
年　
に　
エ　
ル　
デ　
ム　
・　
エ　
ー　
ル　
メ　
ズ　
監　

督　
の　
映　
画　
に　
出　
演　
し　
た　
こ　
と　
を　
機　
に　
生　
涯　
に　
計　

八　
一　
本　
の　
映　
画　
に　
出　
演　
し　
た　
。　
彼　
の　
演　
ず　
る　

「　
シ　
ャ　
ー　
バ　
ン　
・　
シ　
リ　
ー　
ズ　
」　
は　
、　
ト　
ル　
コ　
の　
混　

乱　
時　
代　
に　
撮　
影　
さ　
れ　
、　
社　
会　
現　
象　
を　
そ　
の　
ま　
ま　

ス　
ク　
リ　
ー　
ン　
に　
写　
し　
出　
し　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
混　
乱　

と　
貧　
困　
の　
中　
、　
ま　
ぬ　
け　
で　
、　
と　
ぼ　
け　
て　
い　
る　
が　

正　
義　
感　
が　
強　
く　
、　
悪　
知　
恵　
が　
働　
く　
シ　
ャ　
ー　
バ　
ン　

は　
市　
民　
の　
人　
気　
者　
で　
あ　
っ　
た　
。　
映　
画　
全　
盛　
期　
の　

後　
も　
テ　
レ　
ビ　
で　
毎　
晩　
再　
放　
送　
さ　
れ　
、　
現　
在　
も　
、　

テ　
レ　
ビ　
で　
シ　
ャ　
ー　
バ　
ン　
に　
会　
え　
な　
い　
日　
は　
な　
い　
。　

今　
年　
七　
月　
、　
最　
新　
作　
の　
映　
画　
の　
撮　
影　
の　
為　
に　
乗　

っ　
た　
飛　
行　
機　
で　
心　
臓　
発　
作　
の　
為　
急　
逝　
。　

日　
本　
で　
も　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　

映　
画　
監　
督　

ユ　
ル　
マ　
ズ　
・　
ギ　
ュ　
ネ　
イ　

（　
一　
九　
三　
七　
〜　
一　
九　
八　
四　
）　

ト　
ル　
コ　
の　
映　
画　
界　
の　
「　
醜　
い　
王　
様　
」　。　
抑　
圧　
の　

下　
で　
見　
下　
さ　
れ　
な　
が　
ら　
も　
、　
ひ　
ね　
く　
れ　
ず　
に　
、　

不　
平　
等　
に　
一　
人　
で　
立　
ち　
向　
か　
っ　
て　
い　
っ　
た　
純　
真　

な　
ア　
ナ　
ト　
リ　
ア　
の　
人　
。　
無　
数　
の　
映　
画　
で　
、　
監　
督　
、　

出　
演　
、　
脚　
本　
家　
と　
し　
て　
活　
躍　
し　
た　
ユ　
ル　
マ　
ズ　
・　

ギ　
ュ　
ネ　
イ　
は　
、　
ま　
れ　
に　
見　
る　
才　
能　
を　
持　
つ　
映　
画　

監　
督　
で　
あ　
る　
。　
一　
九　
八　
二　
年　
に　
コ　
ス　
タ　
・　
ガ　
ブ　

ラ　
ス　
の　
映　
画　
「　
失　
跡　
」　
と　
共　
に　
ゴ　
ー　
ル　
デ　
ン　
・　

パ　
ル　
ミ　
エ　
賞　
を　
受　
賞　
し　
た　
「　
路　
（　

）　
」　
は　
、　

世　
界　
映　
画　
史　
に　
名　
を　
残　
す　
名　
作　
と　
な　
っ　
た　
。　
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【 トルコ映画大傑作1 0本】
En ‹yi 10 Türk Filmi

「群れ」ゼキ・オクテン

Sürü / Zeki Ökten 
「希望」ユルマズ・ギュネイ

Umut / Y›lmaz Güney

「ふるさとのホテル」オメル・カブル

Anayut Oteli / Ömer Kavur 

「路」ユルマズ・ギュネイ

Yol / Y›lmaz Güney

「水のない夏」メティン・エルクサン

Susuz Yaz / Metin Erksan 

「ムフシンベイ」ヤウズ・トゥルグル

Muhsin Bey / Yavuz Turgul 

「ハッカリの季節」エルデン・クラル

Hakkari‘ de Bir mevsim / Erden K›ral

「凧を打たせないで」トゥンチ・バシャラン

Uçurtmay› Vurmas›nlar / Tunç Baflaran

「嫁」リュトフィ・アカド

Gelin / Lütfi Akad

「その名はヴァスフィイェ」アキフ・ユルマズ

Ad› Vasfiye / At›f Y›lmaz

文献／アンカラ・フィルム・フェスティバル委員会の行った

4 4人の映画評論家の評価した「トルコ映画百選」による

トルコ演劇の代表作

おままごと／とても遠くて近すぎて （アダーレット・アアオウル）

Evcilik Oyunu, Çok Uzak Fazla Yak›n / Adalet A¤ao¤lu

終り／氷が溶ける前に（ジェヴダット・フェフミ・バシクット）

Paydos , Buzlar Çözülmeden / Cevat Fehmi Baflkut

バクダットの王妃、サルの食堂（ギュンギョル・ディルメン）

Ba¤dat Hatun, Canl› Maymun Lokantas› / Güngör Dilmen

目を閉じて義務を果たそう、ケシャンのアリの伝説（ハルドゥン・タネル）

Gözlerimi Kapar›m Vazifemi Yapar›m, Keflanl› Ali Destan› / Haldun Taner

マフムトとイェズィダ、哀悼、鹿ののろい（ムラトハン・ムンガン）

Mahmut ile Yezida, Taziye, Geyikler Lanetler /  Murathan Mungan

ろうそくが消えた（ムサイプザーデ・ジェラル）

Mum Söndü / Müsaipzade Celal

頭骸骨（ナーズム・ヒクメット）

Kafatas› / Naz›m Hikmet

ある死の社会的解剖（オクタイ・アライジュ）

Bir Ölümün Toplumsal Anatomisi / Oktay Aray›c›

チリでの狩（オルハン・アセナ）

fiili‘ de Av / Orhan Asena

ジェンギズハンの自転車（レフィッキ・エルドゥラン）

Cengizhan‘›n Bisikleti / Refik Erduran

図解オスマン史、炉（トゥルグット・オザックマン）

Resimli Osmanl› Tarihi, Ocak / Turgut Özakman

文献「メティン・アンドとオズデミル・ヌトゥクの選出による」

Kemal SUNAL

Turkan fiORAY


